慈悲あまねく慈悲深きアッラーの御名において
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従（したが）うことは報奨（ほうしょう＝ごほうび）を得ること
ドゥハーは妹のイナーヤに、はしごから落ちるかもしれないので、それに登らないように言いました。
でも、イナーヤはドゥハーの言うことを聞きませんでした。　ドゥハーはお母さんに文句を言いました。
「お母さん、イナーヤは私に従わないし、私の言うことさえも聞いていないのよ！　悪い子だわ！」「昨日の事を思い出すわ」とお母さんは、ほほ笑みながら言いました。「あなたが出かける前に、宿題を終わらせるように言っていたのに、あなたは私の言うことを聞かなかったわよ。あなたはお父さんと一緒に遅くに帰ってきて、今朝（けさ）宿題をするためにとても早く起きなきゃならなかったでしょう。急（いそ）いで終わらせた宿題は、あなたの先生にほめられるようなものじゃなかったはずよ。」
ドゥハーは床を見て言いました。「ごめんなさい。言うことを聞くことが大切だというのがわかったわ。」
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お母さんはドゥハーにたずねました。「なぜあなたはイナーヤに従ってほしかったの？」
ドゥハーはしばらく考えてから答えました。「イナーヤが私の言うことを聞かなかったら、はしごから落ちてケガをしてしまうし、イナーヤにはそれがわかっていないと思ったから」。
「ほかには？」とお母さんはドゥハーにたずねました。「もし、私が人形や、チョコレートや、何か良いものを持っていたとしても、イナーヤが私の言うことを聞かなかったら、怒ってイナーヤには何もあげなかったと思う」。「そうね、そのとおりね」とお母さんは言いました。
お母さんは続けて言いました。「男の子たちや女の子たちが、両親やアッラーの言うことを聞くことにも同じことが当てはまるのよ。ほとんどの時、アッラー以外、わたしたちは自分たちにとって何が良いことなのかは分からないのよ。そして、私たちがアッラーの言うことを聞かないことは、アッラーを怒らせてしまって、言う事を聞いていたらアッラーがわたしたちにくださろうとしていたごほうびをなくすことになるのよ」。「いつもお母さんとアッラーの言うことを聞くことを約束します」とドゥハーは言いました。
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クルアーンから
◇【注意をするものたちは、主（アッラー）の近くに平安な住まいを得る】（６．家畜章：１２７節）
◇【よく耐（た）え忍（しの）び、誠実（せいじつ）で、敬虔（けいけん）に奉仕（ほうし）して、（道のために賜物（たまもの）を）施（ほどこ）し、また暁（あかつき）に（罪（つみ）の）許しを祈（いの）る者たちである】（３．イムラーン家章：１７節）

◇【アッラーにおまかせする男と女、信仰する男と女、従う男と女、正直に話す男と女、がまんする男と女、これらの者のために、アッラーは罪（つみ）を許し、大きな報奨（ほうしょう）を用意される】（３３．部族連合章：３５節）
ハディースから
●アブー・フライラ(ラディアッラーフ　アンフ)が伝えたところによると、よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）はおっしゃった。
「だれでも私（よげん者様）に従う者は、アッラーに従う。そして、だれでも私（よげん者様）に従わない者は、アッラーに従わない。」（アル・ブハーリより）
従うこと（言うことを聞くこと）について、話し合ってみよう！


１．イナーヤは、ドゥハーが好きじゃないことをしました。イナーヤは何をしていましたか？








２．イナーヤがしたようなことを、ドゥハーはしました。　ドゥハーは何をしましたか？








３．従うこと（言うことを聞くこと）について、あなたはどう思いますか？


あなたは両親や先生たちに従っていますか（言う事を聞いていますか）？














アッラーとあなたについて話してみよう！


１．ドゥハーは従うことについて何を学びましたか？








２．あなたは、どうして両親とアッラーに従わなければならないと思いますか？








３．あなたは従わなかったために困った目にあったことがありますか、または、だれかが従わなかったために困った目にあったのを見たことがありますか？
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